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高 校 生 と 性

　　　　　10 年間の 変化

○ 深 谷 和 子 （東 京成徳大 学）

〇 三 枝惠子 （埼玉 県立松 山 高等学校）

は じめに

　 高 校生 の 性意 識 と性行 動は 、 この 10 数

年 で 急 速 に加 速 した か の よ うな印象を 受け

るが、それ は高校生 全体の 変化な の か、そ

れ とも
一

部 の 突出 し た者 たちの 行動 か ら の

印象 なの だ ろ う か 。

　わ れわ れ は 、 これ ま で 高校 生の 性 意 識 と

性行 動 に 関 して い くつ かの 調 査 を行 っ て き

た が （注 ： 1988 年 「高校 生 と 性 」、 1

994 年 「高校 生 の 性 と デ ー ト」、 199

7 年 「援助 交 際」、い ずれ も ベ ネ ッ セ 教育

研 究所 か ら 刊 行）、そ の 中 の 項 目 を 抜 き出

し 、 ま た 携帯 電話 やイ ン タ
ーネ ッ トの 晋 及

な ど高 校生 を取 り 巻 く環 境が変 化 した こ と

な どか ら、新 た にい くつ かの 項 目 を加 えて 、

高校生 の 性 意識 と性 行動 に 関 する 4 回 目 の

調 査 を行い 、 高 校生 の 性 に 関 する意識と行

動 の 現 状 と変 化 をみ よ う と した。

調 査概 要

　今回は今まで 対象 と し なか っ た首都 圏 の

私 立高 校と 前回 調査 し た 地域 （首都 圏） の

公立 高校 を合わせ たサ ン プル と した 。な お 、

過 去 3 回 の 調査 と の 比 較 の イ ン タ ーバ ル

は 、 14 年 間 か ら 、 8 年聞 、 5 年 間に わた

っ て お り、それ ぞれ調 査 時期 を掲げた 。

調 査時期 ： 2002 年 t 月 〜 3 月

調査対象 ：首都 圏 の 私 立高 校 と公立 高 校の

5 校 、 1426 名 （男子 784 名、女 子 6
42 名。）

結果

1．高校 生の 性 意 識の 変化 を追 う （深谷 ）

1 ） sex へ の 垣 根が 低 く なる

　 今回 の 調査 結 果の 中で 、 と りわけ 目 を引

くの が 、高校 生 の sex に 関 する許容度の

増 加で ある e 「避 妊 さえ完 全 に して お け ば 、

（高校生が ） sex し て も別 に か ま わ な

い と思 う 」 に つ い て の 肯 定 率 は 、 198
8 年 に は女子 が 57 ．5 ％ 、 男子 が 61 ．9

％ と 6 割 だ っ た が、 14 年 後 の 2002
年 には、女子 82 ．5 ％ 、 男子 87 ，9 ％ と、

8 割 を超えて い る （表 t ）。

　 しか も 、 婚 前 の sex は避 け るべ きだ

と する 考 え 方 は 過 去の も の に な り、表 2
に 示 し た よ う に 、「結 婚 する まで 、 （結 婚

相 手以 外 の ） 何 人 か と 多少の se × の 体

験 を してお い た万 がよい 」と考え る 者 は、

女 子 の 場 合 につ い て す ら 、 1988 年 の

39 ．4 ％か ら 2002 年の 75 ．2 ％ （女

子 生徒 ）へ
、 また 男 子 生 徒 も 36 ．5 ％ か

ら 73 ，2 ％ と飛 躍的 な増 加 を示 した 。 こ

れ まで 、男 性iに対 し て は肯 定 率が 6 割 強

と高か っ た が、 2002 年 に は 、 8 割 を

超 えて い る 。女 性 と男性 に つ い て の 肯定

率 も接 近 して お り 、 広 く 性 と結婚 を分 離

して 考 える傾 向 が生 じて きた と い え る だ

ろう。

　 この ような性 に つ いて の 意 識の 変 化は 、

実 際 の se × 体験 を加速 す る と思 わ れ、

表 3 に 示 したよ うに、 sex 体験 を持つ

者 は 1988 年 か ら 2002 年 に か けて 、

女子 は、 11 ．5 ％か ら 20A ％ へ 、男子

は、 11 ．5 ％か ら 17 ．8 ％ へ と増 加 して

い る 。 また 、
「高校卒業まで に、たぶん

se × を体験 する 」 と予測 して い る レデ

ィ ネス の あ る 者 を含め ると 、 女 子で 38 ．

2 ％ 、男子で 36 ．6 ％ と な り 、性体験 は

高校生 に と っ て も は や タ ブ ー
で は な く な

っ て い る 。後で み る よ う に 、実 際 につ き

あ っ て い る相 手 の い る者 は 、 今 回 の 調 査

で 16 ％ と思 っ た よ り 少 な く、 14 年 間

で 増 加 も して い な い が、相 手の い る者 の

半数は性 体験 を持 っ て い る様子 をみ ると、

一 268一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

高校 生 に と っ て は 、 意識や 意見 の レ ベ ル の

変化 に とど ま らず、行 為ま で の 垣 根は 充分

に 低 くな っ た こ とが 考 え ら れ る 。後で み る

よ う に 、sex を繰 り返 して い る場 合に 「避

妊 す る 」 者 も 、全 体で 37 ．5 ％か ら 50 ．

0 ％ へ と 14 年 間 に大 きく増 加 して い る 。

こ れ も sex へ の 垣 根の 低 さ と日常性を 示

して い るの で は ない だ ろ うか。

2 ）学校生 活や 放課後 の 充 実度 の 上昇

　進学率の 上 昇 は 各種 の 統計 に ある とお り

だ が 、われ われ の 調査で も数 値の 変 化 は 顕

著 で ある 。 表 4 にみ るよ うに、14 年前 は、

就職 が 3 分 の 1 、短大 や 専 門学校 へ の 進 学

予 定者 も 2 割か ら 3 割 い た が 、 今 回は未 定

を除 くほ とんど が 4 年制 大学 へ の 進 学を 予

定 して い る 。 18 歳人 ロ の 減 少 に伴 っ て 進

学 が容 易 に な っ た こ と も ある が、それ だ け

高校生 活 をエ ン ジ ョ イ す る気 持ちの ゆ と り

が生 ま れた と考 えて も 不 思 議 は な い 。

　表 5 、表 6 に 掲 げた よ う に 、「学校生 活

が充 実 して い る 」 とす る 者 は （とて も 十 わ

りと を 合わせ て ） 8 年 間の 間 に、女子 で 6

5 ．1 ％ か ら 73 ．9 ％へ 、男 子 で 55 ．4 ％

か ら 67 ．0 ％ と増 加 して い る。学 校 生 活

と放 課 後の 暮 ら し の 充実 ぶ りに 差が な い の

も お も しろ い 。

3 ）将来 の ラ イフ ス タイ ル は 共働 き

　男子 も女子 も、将来の 自分の ライ フ ス タ

イ ル に つ い て の 希 望 が 大 き く変 化 し て い

る 。 表 7 に 示 し た よ う に 、 男子 で 共働 きを

希 望 す る 者 は 16 ．9 ％ か ら 25 ．6 ％ へ と

増 加 し たが 、女 子 は一層そ の 傾 向が高 ま っ

て 、 31 ．○ ％ か ら 47 ．0 ％ と意 識 の 変 化

が顕著 で あ る 。 後の デ ータ も合わぜ ると女

子 の 元 気さ が印象的で ある 。

1［．高 校生 の 性 行動の 現 状 　（三 枝）

1 ）異 性 との つ きあ い と相手

　今 回の 調 査で 、高 校生 が 「現在異 性と つ

き あ っ て い る」 割 合 は 、 女 子 20 ．4 ％ 、

男 子 13 つ ％ で ある 。過 去 の 調 査 と比 較

す る と、 1988 年 調 査 で は女 子 20 ．3

％ 、男 子 15 ．O ％、そ して 1994 年 の

女 子 は 17 ．3 ％ 、 男 子 13 ．6 ％ と、い ず

れ も 2 割 前後で 、 14 年間 に大 きな 差 は

み られな い （表 8 ）。

　そ し て 表 9 に よれ ば、つ きあ っ て い る

相 手 は 「同級生 」 が 最 も多 く、女 子 50 ，

8 ％、男子 58 ．8 ％ 、 次 い で 「先 輩 ・後

輩 」 が女子 19 ．1 ％ 、男子 25 ．8 ％と 、

女 子 で 「社 会人」 とつ きあ っ て い る 者が

16 ．7 ％ い る もの の 、多 くの高 校 生たち

に と っ て 異 性 と出会 うチ ャ ンス は学校 生

活 が 中心 と な っ て い る （表 9 ）。 こ の 傾

向 は 1988 年、 1994 年 調 査 で も 同

様で あ っ た 。

2 ） 高校生 の 性行 動

　で は 、 高 校生たち が異性 とどん な つ き

あ い を し て い る の か 、表 10 か らそ の 実

態 をみ て み よ う 。

　 1988 年 と比較 して 、最 も 目 を引 く

の はキ ス を した り、 sex を す る と い っ

た 性 的 な 関わ りを も つ 高校 生 が増 加 した

こ と で あ る 。 特 に 女 子 に お い て 、 厂キ ス

をす る 」 は 1988 年 が 42 ．9 ％ ＜ 20

02 年 で は 82 ．3 ％ に 、「ペ ッ テ ィ ン グ

をする 」 は 1988 年 が 33 ．3 ％ ＜ 20

Q2 年 で 56 ．9 ％、 「se × す る 」 で も

1988 年 が 302 ％ 〈 2002 年 で は

48 ．0 ％ に も 達 し 、 こ れ ら 性体 験 の 変化

は 14 年 間で 2 倍近 く 上 昇 して お り 、 女

子の 性 行 動 がよ り活 発化 して い る こ とが

わか る 。 も はや 、 高校生 に と っ て 異 性 と

の つ き あ い と は 、 電 話で 話を した り誕生

日 の プ レ ゼ ン トを す る こ と 、映 画や コ ン

サ
ー

トに 行 っ た りフ ァ ミ レス や バ ーガ ー

シ ョ ッ プで お し ゃ べ りす るの と 同 じ よ う

に 、 キ ス を した り sex をす る こ と も含

ま れ、性 の 日常 化 が 一層進 ん で い る こ と

が うか が え る 。

　次 に 、 sex の 体験 と避 妊 に つ い て み

て お こ う 。表 11 に よれ ば、 se × の 体

験 が 「1 度 だ けで 終 わ っ た」 者 は 1 割 で

14 年 前 も 同様 の 数 値で あ っ た 。

一方 、

「現在も 続 い て い る 」 と答え た 者 は、今

回の 調 査で は 女 子 63 ．3 ％ 、 男子 60 ．3

％で ある 。 1988 年 と比較 する と、「数
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回で 終わ っ て しま っ た 」 と答え た 者が増 加

し 、「現在 も続い て い る 」 割 合が 減少傾向

に ある 。 この sex を繰 り返 し して い る 者

の 避妊 の 現 状 をみ る と、「い つ も 避妊 して

い る」が女子 56 ．3 ％ 、 男子 42 ，1％ で 、

1988 年 と比 較 す る と 、 女 子 が避 妊 をす

る 割 G が 20 ポ イ ン ト以 上 増加 し て い る 。

逆 に、「全 く し て い ない 」 女 子は 1988

年 は 40 ．O ％ も 占 め て い た が、今 回 の 調

査 で は 14 ．6 ％ と 大 幅 に 減 少 し て い る 。

　こ の
’14 年間に 、 高校 生 の 性行動 の 活 発

化 と性 意識 に大 きな 変化がみ られ た。特 に 、

女子高 校生 は豊富 な 性知識 （避妊 も含 めて ）

の もと に性 行 為も避 妊 に も積 極的 とな り、

男性 に 依存 的で あ っ た性 か ら自分で 自分 の

性 をコ ン ト ［⊃一ル しよ う とす る 姿が 浮か ん

で くる。

　 こ う し た 女子 の 性 行動の 活 発化 の 背景 に

は 、 前述 したよ うに 高校 生の 『女 性 の ラ イ

フ ス タ イ ル の 意識』 へ の 変化があ ると 推 測

で きる 。

　なお、詳 し い 資 料 は当 日配 布す る。

表 1 避妊さえ完全ならば、 sex し ても

　 別 に か ま わ な い 　　　　　　　　　 （％）

1988 年 　 1994 年 　 　 2002 年

子

子

女

男

57 ，5　 〈　 76 ．7 　 〈　 825

61，9　 〈　 773 　 〈　 879

表 2 結婚 す る まで 、 何 人 か と ＄ ex の 体 験 を

　　 し て お い た 方 が よ い 　　　　　　 （％ ）

1988 年　　　2002 年

女子 の 場合

男 子 の 場 合

子

子

子

子

女

男

女

男

22

’51

53437788＜

＜

＜

＜

45

β

7

96953366

表 3 高校卒業 まで の se × の 体験 （％）

1994 年　 2002 年

女子 すで に体験 し た

　　 たぶ ん 体験する

　　 　　 計

男 子 す で に 体験 し た

　　 た ぶ ん 体験 す る

　　 　 計

11、5　　〈　 20 ．1

11．8　　〈　 18 、1

23．3　〈　 38，2

11 ．5　　〈 　 178

14，0 　　〈　 188

25 ．5 　　く　 36 ．6

表 4 　 希 望す る 高校卒業後 の 進路 （％）

2002 年 1988 年

女 子 　 　 　男 子 女 子 　 　 　男 子

1．就 職 （家業を継 ぐ を 含む） 4 ．6　 　 　 1．4 39 ．6　 　 33、2

2．家 の 手 伝 い 0．0　 　 　 0．3 0 ．2 　 　 　 0．4

3再 門 ・専修学校 6、7　　　 2116 ．7　　 189

4，短期 大 学 1．6　　　 0，0 17 ．0　　 0，1

5、私 立 の 4 年制大 学 47 ．7　 　 53 ．4 10 ．7　　 19，1

6，国 立 の 4 年 制 大 学 28 ．8　 　 34 ．1 6 ．0 　 　 17．6

7，すぐ結婚する O ，O　 　 　 O3 1．6 　 　 Q3

8．未定 10，6　　 85 8，2　　 10．4

表 5 　学 校生活 の 充 実度 （％）　 表 6 　放課後 の 生活 の 充実度 （％）

と ても 　 　 　 　わ りと 　 　 　 　 あ まり死 奚 　 　 全 然死実

充実 してい る 　 芫 実 している 　 　してい ほい 　 　 して いほい

2002 　女 子

年　 男子

1994 女 子

年 　 男子

18 ，914

．714

．410

．8

55 ．052

β

5Q ，744

．6

20323

．428

．230

．8

　 5．8

　9．5

　6，7138

とて 9 　 　 　 　わ りと　 　 　 あ ま り ffPt　 　 皇然充実

充実 して いる　 充実 して いる　　 して いな い　 　　して いぽ い

2002 女 子 　 169

年　 男子　21A

1994 女 子 　 13 ．8

年　 男子 　 15 ．6

55 ．847

．945

．735

，4

227 　 　 4．6

26．3　　47

33 ．8 　 　 6．7

36 ．4 　 126
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　 　 　 　 　 　 表 7 　 女 性 の ラ イ フ ス タ イ ル （％）

　 　 　 　 女 子

希望 す るラ イ フ ス タ イル

2002 年　 1994 年

　 　 　 　 男 子

妻 に希望 す る ラ イ フ ス タ イ ル

2002 年　 1994 年

1．専業主 婦

2．子 ど も が 産 ま れ た ら一
度 仕 事 を辞 め て

適 当 な 時 期 に パ ートな ど を 始 め る

3．ず っ と家事育 児と仕事 の 両立 をさぜる

4，独身で 仕事 に専念する

12 ．9　 　 　 　 228

314 　　　　 378

47 ，0 　　 ＞　 31 ．0

8．7　　　　　8．4

30 ．6　 　 　 　 362

438 　 　 　 　 46 ．9

25 ，6　 　＞　 　16 ．9
− 一 一一

表 8 　現 在 つ き あ っ て い る 人 が い る 割 合 　（％ ）

1988 年　　 1994 年　　 2002 年

表 9 　現 在 つ き あ っ て い る 相 手

子

子

女

男

20 ．315

，0

17．313

．6

20 ，413

．0

（％）

20Q2 年 1988 年

女 子 　　男 子 女 子 　　 男 子

1．同 級 生 50 ．8 　 58860 ．6　 60 ．7

2．先輩 ・後輩 19 ．1　 25816 ．9　 17 ．9

3，社 会人 16 ．7 　 　 4121 ．1　 　 8．9

4．大 学生 8，7　　 tO2 、8 　　 54

5．部 活 動 の 仲 間 3．2　 　 8．34 ．3 　 1Q ．7

（複数回答）

表 10 　異性 と の つ きあい （％）

2002 年 1988 年

女 子 　　 男 子 女 子 　　 男 子

1手 紙や 日 記 の 交換をする 11．5　　 11．421 ．9　　 286

2．電話で 話 を す る 91 ．4 　　 81988 ．4 　　 79 ．6

3．同 じ 部活動 や 委員 会 に 入 る 4 ，6　　 15，4123 　　 125

4．登 下 校 を
一

緒 に す る 33 ．1　 　 49 ．540 ．0 　 　 29 ，2

5．フ ァ ミ レ ス や バ ー
ガ
ー

シ ョ ッ プで お し ゃ べ り 55 ．4 　 　 59 ．867 ．2　 　 67 ．3

6．誕生 日 に プ レ ゼ ン ト 84 ，6 　　 91 ．6925 　　 88 ，2

7．映 画や コ ン サ ー
トに 行 く 646 　　80 ．960 ，0 　　 78 ，0

8．キ ス を す る 82 ．3　 　 76842 ．9　 　 53 ．3

9パ ッ テ ィ ン グをす る 56 ．9　 　 54 ．933 ．3　 　 39 ．1

10 ．sex す る 48 ．0 　 　 56 ．530 ．2　 　 44 ．4

表 11 　 sex の 体験 と 避妊 （％）

2002 年 1988 年

女 子 　 　 男 子 女 子 　 　 男 子

se × の 体 験 　
一

度 だ け で 終 わ っ た 10 ．0 　 　 12．710 ．0 　 　 12 ．5

数 回 で 終わ っ た 26 ．7 　 　 27 ．010 ．0 　 　 16 ．7

現在 も 続 い て い る 63 ．3　　 60 ．380 ，0　　 7Q ．8

避 妊 　 　 　 い つ も 避 妊 し て い る 56 ．3 　 　 42 ．133 ．3　 　 41 ．2

危な い ときだけ避妊する 292 　 　 47 ．426 ，7　　 29 、4

全 く し て い な い 14 ．6 　 　 10．540 ．0　 　 29 ．4

一 271 一
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